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五
月
の
メ
モ
V

　
　
　
▼
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
▼
鎌
道
防
害
防
止
運
動

　
一
日
メ
ー
デ
τ

　
　
　
け
し
の
不
正
栽
培
防
止
運
動

輔
百
八
＋
八
夜

三
日
憲
法
記
念
日

五
日
こ
ど
も
の
日

　
　
　
児
童
福
祉
週
間
（
十
一
日
ま

　
　
　
で
）

　
十
日
愛
鳥
週
間
（
十
六
臼
ま
で
）

士
百
慨
の
日

十
五
日
農
薬
危
書
防
止
運
動

三
十
日
文
化
財
保
護
法
公
布
記
念
日
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住民登録による

人口のうごき
　（43．4●1）

　人　口　　79790
　男　　　3，909
　女　　　3，881
　世帯数　　1，559

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
三
児
を
出
産

　
　
　
　
　
　
　
　
藁
鷺
趨
　
　
昨
年
十
一
月
末
よ
り
建
設
工
事
に
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
し
た
母
子
健
康
セ
ソ
敦
ー
は
、
二
月

　
　
　
　
　
㎜
、
i
【
し
」
　
簸
　
　
末
完
成
し
、
三
月
中
に
い
っ
さ
い
の
設

』
・
繕
騒
韓
難

　
　
　
．
聾
樋
　
・
　
　
　
産
し
、
新
設
セ
ン
タ
丁
の
さ
い
さ
き
を

ゑ
麟
、
，
示
す
毒
雲
箋
髪

　
　
　
　
纐
鯛
轟
馨
因
矯
豪
れ
て
奮
手
．

　
　
　
　
　
　
　
纈
．
　
‘
　
住
民
の
福
祉
、
健
康
の
保
持
増
進
の

　
　
　
　
　
”
｝
）
　
聯
　
　
　
　
　
一
助
と
し
て
発
足
し
た
セ
ン
タ
ー
で
あ

　
　
　
　
　
繍
灘
…
り
、
今
馨
い
嚢
蕪
し

　
　
　
　
　
藻
．
叩
」
・
毒
く
上
で
、
讐
ん
の
謂
き
協

　
　
　
i
準
鉱
　
　
　
　
　
・
力
を
希
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
り
　
　
に
　
じ

　
　
　
　
　
禰
　
　
■
講
、
　
セ
ン
タ
ー
で
主
と
し
て
行
う
事
薬
は

建
設

供
予
算
き
ま
る

回
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一
般
会
計
を

果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
司
決
さ
れ
ま
し

、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
っ
て
、
土
地
の
生
産
性
を
増
大
し
、
農

柵
産
物
の
増
産
を
図
る
た
め
農
業
構
遺
改

既
善
事
業
を
実
施
し
て
、
全
農
家
に
参
加

し
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
ら
も
の
で
す
。

り
　
ま
た
、
そ
の
他
畜
蚕
園
芸
方
面
に
つ

位
い
て
は
国
の
施
策
に
呼
応
し
で
醤
剛
し

に
て
行
こ
う
と
考
え
ま
す
し
、
さ
ら
に
商

　
工
会
の
育
成
を
図
り
同
時
協
ガ
に
よ
っ

　
て
発
展
策
を
講
じ
た
い
と
の
計
圃
で
す

甲

じ
．
蕩
鶉
畿

誘
金
蒲
ま
塑

観
出
蓑
蓑
．

雛
歳
齢
会
凝

瀞
　
議
欝
衛
農

　
会
i
4
0
6
3
4

月
般
　
額
6
2
0
0
3
0
4
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箪
金
器
ま

刀
年
入

～
43
　
　
税
税
金
料
金

論
歳
論
響

。
　
区
方
鷲
庫

　
　
　
　
村
地
分
使
国

　
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
保
健
指
導

　
家
底
計
画
、
栄
養
の
指
導

看
衛
銭
馨

　
附
属
の
助
産
施
設
と
し
て
嘱
託
医
師

月設
茗
萎
野
て
壽
旛
λ
、
発

　
励
産
婦
六
名
を
委
隅
し
、
常
に
助
慶
帰

所
　
　
　
　
　
　
、

　
一
名
は
勤
務
し
て
分
べ
ん
を
介
勘
ま

　
た
は
相
談
、
診
察
に
当
た
り
、
妊
産
帰

者
　
　
　
　
。

ラ
の
便
簿
か
り
ま
す

安
分
べ
ん
曇
た
ぞ
壁
謬
容

を
　
被
保
険
者
に
育
児

タ
　
　
　
　
　
　
　
助
産

の
　
　
国
曳
健
康
保
険
条
例
の
一
部
が
改
正

あ
さ
れ
、
国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
ま
た

U
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
世
帯
主
に

協
支
給
す
る
助
産
費
、
葬
祭
費
が
そ
れ
ぞ

　
れ
三
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
，

ぼ
　
　
ま
た
、
そ
の
出
生
児
の
育
児
手
当
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　
　
の
ノ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ヨ
互
壬
重
甫
の
讐
に
て
　
㌶
仰
残
翅
　
散
　
畔

顯伽鑑懲．

　
　
　
旅
．
衛
繍
．
愛
、
雌
郷
欝
、

木造

叢
藷
葺
　
　
組
　
　
嫉
継
　
磯
讐

　
　
　
萎
三
募
綴
　
動
　
　
　
　
　
　
盤

　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
．
七
五
坪
）
　
予
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
　
劣

室
数
＋
墓
の
粥
舘

署会

　

六
名
　
　
柑
　
　
　
炎
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

工
事
費
お
よ
び
諸
設
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弛

　
　
　
　
　
　
約
九
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
踊

手
当
金
支
給
　
　
　
　
そ
掛
潤
　
　
　
　
　
螂
　
　
　
醜

．
葬
祭
貴
も
三
千
円
に
　
　
艦
隻
彩
　
歳
η
解
　
村

と
し
て
一
カ
月
に
つ
き
二
百
円
を
、
出
　
　
　
　
｝
露
　
0
7
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
炎
　
6
　
　
　
　
　
　
　
税

糖
馨
月
間
麦
給
す
る
こ
と
　
蘇
急
　
村
獅

こ
の
種
四
暑
か
脅
さ
㎜
　
材
忽
畑
磁
縷
齪

撃
．
　
　
　
｝
　
　
警
謎

　
　
謙
　
南
小
に
体
育
館
帖

　
　
ロ

　
　
蹄
　
　
　
昭
和
四
十
三
年
度

　
昭
和
四
十
一
一
輩
度
予
算
は
、
三
月
干
一
目
か
ら
五
日
闇
開
催
さ
れ
た
第
一
回

は
じ
め
国
民
健
康
保
険
、
水
道
事
業
会
計
の
予
算
が
慷
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果

た
。
嚢
総
額
一
億
九
千
六
百
九
十
六
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
、

昭
和
四
十
三
年
度
の
穣
象
た
が
た
に
磯
い
た
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
公
表
い
た
し
ま
し
た
カ
、
予
算
編

開
始
に
あ
た
つ
て
成
の
基
杢
喬
と
し
て
、
季
璽
爵

四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
度
が
政
を
竪
持
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
そ
の
ト
に
立
っ
て
①
人
づ
く
り
②
く
ら

と
公
共
に
関
ず
る
も
の
は
い
つ
さ
い
が
し
づ
く
り
③
村
づ
く
り
の
三
本
の
主
柱

新
し
く
切
り
替
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
を
中
心
に
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
い
た

申
す
ま
で
も
な
く
市
町
村
行
政
の
中
し
ま
し
た
。

心
は
役
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
役
場
を
　
　
人
づ
く
り

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
村
民
に
よ
っ
て
　
人
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
ま
ず
小
中

選
ば
れ
た
代
表
者
が
会
議
に
よ
っ
て
民
学
校
、
幼
稚
園
の
教
育
向
上
、
次
い
で

主
的
に
全
体
に
奉
位
で
き
る
ご
と
く
決
掃
人
、
老
人
そ
の
他
の
社
会
教
育
の
充

定し

て
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
実
を
目
途
と
し
て
、
教
育
施
設
潴
よ
び

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
資
材
拡
充
の
計
画
を
た
て
ま
レ
た

村
の
行
政
は
あ
く
ま
で
村
の
実
情
に
　
ま
た
そ
の
中
で
か
ね
て
発
表
し
て
あ

合
わ
せ
、
住
民
の
た
め
の
村
政
た
ら
じ
り
ま
す
江
南
村
振
興
五
力
年
計
画
の
第

め
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
、
役
場
も
、
　
一
年
度
事
業
と
し
て
、
南
小
学
校
体
育

議
会
も
ま
た
教
育
委
員
会
も
、
農
業
委
館
建
設
を
計
圃
し
て
お
り
ま
す
。

員
会
や
そ
の
他
の
委
員
会
等
た
く
さ
ん
　
　
く
ら
し
づ
く
り

設置さ

れ
て
お
診
、
お
の
お
の
の
分
野
　
　
く
ら
し
づ
く
り
は
ま
ず
千
五
百
余
戸

に
し
た
が
っ
て
事
業
計
画
を
定
め
、
こ
の
住
民
の
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
が
先

れ
が
円
滑
な
運
営
が
図
れ
る
ご
と
く
予
決
で
あ
っ
て
、
個
々
の
世
帯
の
所
得
が

算を

計
上
し
て
、
一
年
間
の
奉
仕
的
事
増
加
し
て
生
活
向
上
に
役
立
つ
ご
と
く

業費に

当
て
て
い
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
施
策
を
講
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
予
算
は
別
掲
の
　
　
し
た
が
っ
て
千
五
百
余
世
帯
の
八
干

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
村
％
に
当
た
る
農
家
所
得
の
増
大
を
ね
ら

歳　ヌ
区　分

村　　　　　税

地方交付税
分担金・負担金
使用料・手数料

国庫支出金
県支　出．金

財産収入
寄　　附　　金

繰　　越　　金

諸　　収　　入

村　　　　債

歳入合計

2，299

　79
　　1
4，000

　651
15，900

125，987

費
費
費
費
費
金
費

工
木
防
暮
出
藷

　
　
　
　
　
支
歳

商
土
消
教
公
諸
予

　742
30，602

4，，652

24，，551

8，098

　　1
　500
125，987

　民騨
；肖防彙

　3．8z
義69　％

　箔

商工費0．ケ’拓

その健0．4ρ劣

　　歳　揖

　　ノ25。9・9ク網

毒煉隻

　　！9，49％

小学校萱　繁

　　　霧
　　　貨

　　　な用十

土未萱

　2盗zg2‘

総藩萱

22、84％

　
な
お
儘
構
生
を
か
ね
華
セ
ン

ター

の
運
営
に
よ
っ
て
、
住
民
の
負
担

を
軽
減
し
下
福
祉
肉
上
に
寄
与
し
た
い

と
念
じ
て
い
圭
∬
。

　
村
づ
く
り

　
第
三
点
の
村
づ
く
り
に
は
「
村
の
発

展
は
描
蕗
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

導
軽
魏
綾
で
、
工
場
誘
警
匪

宅
建
設
も
ま
た
都
市
計
画
も
、
ま
ず
道

路
計
画
が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
県
道
四
線
の

舗
装
促
進
と
、
村
道
整
備
と
を
併
行
し

て
実
施
す
る
計
画
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
概
説
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
村

内
全
住
民
が
理
想
と
し
希
望
し
て
い
る

こ
と
は
「
明
る
い
ゆ
た
か
な
村
づ
く

り
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
皐
期
に
実

現
し
得
る
か
否
か
は
、
ひ
と
え
に
村
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ぼ

　
難
緯
一
　
締
嚢
㎜
輻
轡
順

簾
鋤
簾
脳
卸
蝶
卯
一
獅
姐
％
卿
謙
賑
蓑

覧
｛
’
。
ま
｝
’
3
、
も
ζ
f
多
，
冒
。
㌔
～
：
1
3
㌔
～
暫
1
‘
f
’
．
轟
竃
3
き
㌧
㎜
出
じ
て
正
し
い
額
に
訂
正
し
て
も
ら
つ

〕
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
て
、
建
設
改
良
費
二
六
、
六
四
二
千
円
㎜
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歳
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
北
部
水
源
井
に
取
水
ポ
ン
プ
を
一
台
㎜
　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
暑
に

保
険
税
　
　
　
一
二
、
二
〇
五
千
円
新
設
し
て
南
部
配
水
池
に
送
水
し
、
さ
㎜
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
（
熊
谷
税
務
署
）

難出金

、
、
、
、
、
撰
離
薙
畑
難
馨
鰭
薯
察
寡
集

繰
越
金
　
　
　
三
、
一
七
九
千
円
村
全
域
に
給
求
す
る
た
め
、
配
水
管
を
㎜
　
蜘
玉
県
警
察
本
部
で
は
、
次
に
よ
り

そ
の
他
　
　
　
　
　
一
五
六
千
円
新
設
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜
警
察
冨
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

歳
入
合
計
二
九
、
七
六
八
千
円
　
　
な
お
予
算
総
額
は
四
一
、
二
〇
八
千
㎜
　
く
わ
し
い
こ
と
は
熊
谷
警
察
署
ま
た

歳
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
は
・
駐
在
所
で
お
聞
き
く
だ
さ
ザ
。

総
務
費
　
　
　
　
二
、
九
〇
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
記

轄
纂
二
三
、
天
九
千
円
　
「
星
」
と
決
定
　
　
㎜
欝
予
定
人
員
贅
手
名

保
険
施
設
費
　
一
、
四
六
一
千
円
　
　
　
歌
会
始
め
の
お
題
　
㎜
受
付
期
間

基
金
積
立
金
　
　
一
、
O
O
O
千
円
　
　
昭
和
四
十
四
年
歌
会
殆
め
の
お
題
は
㎜
　
四
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
＝
百
ま
で

そ
の
他
　
一
、
・
一
三
千
円
垂
薙
め
髭
壱
た
・
（
注
）
㎜
駿
日
六
見
．
吉

　
歳
出
合
計
二
九
、
七
六
八
千
円
星
は
天
然
の
星
に
限
り
ま
す
。
「
天
の
㎜
試
験
地
県
内
で
は
浦
和
、
熊
谷

水
道
事
萎
計
棚
誘
諜
臨
舗
受
驕
格
昭
馨
署
か
ら

南
．
北
霧
水
嚢
は
、
昭
和
四
て
婁
す
・
　
　
　
㎜
　
野
一
＋
葦
胃
百
ま

士
二
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
の
適
　
　
詠
進
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
書
式
㎜
　
　
　
　
で
に
生
ま
れ
た
男
子

用
を
う
け
て
、
江
南
村
上
水
道
事
業
と
の
ひ
な
型
と
詠
進
要
領
が
富
内
庁
か
ら
㎜
　
身
長
　
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

な
り
ま
す
。
　
　
　
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、
役
場
総
務
課
へ
㎜
｛
上

そ
こ
で
昭
和
四
士
二
年
度
嚢
と
し
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■
　
　
㎜
　
胸
囲
身
長
の
お
お
む
ね
半
分
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
視
力
　
裸
眼
視
力
O
。
六
以
上

　
教
員
異
動
発
令
さ
れ
る
　
　
㎜
儘
嚢
覆
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
給
与
（
諸
手
当
を
含
む
）

四
月
一
目
付
を
も
っ
て
、
小
学
校
、
　
教
諭
小
柴
文
代
江
南
甲
へ
　
㎜
　
蒔
校
卒
入
校
時
二
二
、
八
五
一
円

中
学
校
、
幼
稚
園
の
先
生
の
異
動
が
あ
　
　
〃
　
　
北
村
外
喜
雄
星
宮
小
へ
．
㎜
　
　
、
卒
業
配
置
後
三
〇
、
八
O
O
円

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
飯
島
啓
年
川
本
南
小
へ
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
警
察
署
）

本
村
の
学
校
関
係
者
は
つ
ぎ
の
と
お
　
　
〃
　
　
高
田
　
　
和
　
江
南
南
小
へ
㎜

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
〃
　
萩
原
畜
川
講
小
よ
り
㎜
　
証
明
手
数
料

語
南
小
寝
　
　
　
　
　
　
“
　
當
導
字
川
本
北
尖
り
㎜
　
・
　
五
十
円
に

教
頭
小
林
千
代
吉
退
職
　
　
　
　
　
〃
　
　
平
山
光
子
江
南
南
小
よ
り
㎜

　
　
（
醸
髪
し
て
窺
職
）
”
斎
藤
季
新
播
　
㎜
姦
料
濁
の
一
蒙
肇
れ
、

教
諭
畢
進
野
奈
蟄
へ
琶
霧
　
　
　
㎜
習
百
か
ら
次
の
よ
う
緩
め
氣

”
　
　
小
林
き
よ
川
本
北
小
へ
　
　
教
諭
秋
山
路
代
熊
谷
東
中
へ
㎜
ま
し
た
。

簾
灘
霧
”
舗
子
霧
撫
ド
繋
五
＋
円

鰍諭

輪
難
南
欝
蝶
雛
轟
鑑
撃
緬
＋
円

敦
諭
菌
和
藷
北
小
参
北
耀
園
　
　
　
酬
『
　
庭
つ
き
辛
円

〃
芝
塚
久
夫
籍
』
駿
諭
酋
ち
子
議
㎜
羅
蕩
一
枚
に
つ
き
五
甫

江
爾
北
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
飯
島
と
よ
南
幼
稚
園
よ
り
㎜
住
民
票
謄
抄
本
一
枚
に
つ
き
五
十
円

w
る
雌
欝
鷺
綴
霧
欄
摩

㎜
撒
繍
㎜
∞
∞
∞
∞
∞
盤
欝
擁

幅
で
齢
み
糺
鰐
継
凱
騰
猟
砿
蹴
艇
却
聡
噺
い
課

凱
礁
。
難
懸
鱒
羅
臨

（
　
　
　
税
よ
す
和
だ
期
別
た
て
税
さ
組
。
未
配
和

“＾も

納
籏
昭
霧
字
獣
納
灘
器
恥
昭

で
篭
『
や
㌧
’
3
も
’
Q
，
、
3
亀
●
●
、
篭
D
。
覧
’
3
も
」
専
、
竃
曹
3
亀
’
2
、
・
・
8
、
t
，
2
亀
f
3
も
－
’
、
監
・
o
ー
も
層
＝

体
の
一
致
し
た
協
力
に
よ
る
外
は
な
い
が
示
し
た
医
療
費
の
六
五
％
を
大
き
く
む
協

と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
下
ま
わ
る
五
三
％
に
止
ど
め
、
被
傑
険
　
　
歳
一

わ
た
く
し
ど
も
は
全
体
の
奉
仕
者
で
者
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
ま
し
た
。
　
　
保

あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
専
心
公
正
な
　
　
最
少
の
経
費
で
最
大
⑳
効
果
を
期
待
　
　
国

考
え
方
に
基
づ
い
て
執
行
に
当
り
ま
す
で
き
る
よ
う
悌
慮
す
る
と
と
も
に
、
別
　
　
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲
の
条
例
改
正
の
と
お
り
助
産
費
、
葬
　
　
繰

　
国
保
特
別
会
計
　
　
祭
費
の
増
額
・
育
星
当
金
の
護
等
そ

昭
和
四
士
一
奮
匿
罠
健
康
保
険
特
被
保
険
者
へ
の
還
元
を
多
く
し
、
か
つ

別
会計の予

算
に
つ
い
て
は
、
大
里
郡
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
　
　
歳

下
町
村
の
平
籾
保
険
税
額
一
二
、
二
五
母
子
衛
生
等
の
活
動
強
化
を
計
り
、
直
　
総

O
円
で
す
が
、
本
村
で
は
一
一
、
八
八
接
、
間
接
の
優
遇
措
置
を
講
じ
ま
し
た
　
　
保

三
円
ど
し
、
課
税
割
合
に
お
い
て
も
国
　
被
保
険
者
み
な
さ
ん
の
い
つ
そ
う
の
　
保

地区名

鵬
未納額

墜成　　沢 3・970 55 98．6
三　　本 3，034 3 99．9
上新田 1，234 ，1 99．9

上押切 1，690 381 81．6

下押切 1，849 100．0

樋春北 2，287 8 99．6
樋春南 1，107 3 99．7
御正新田

翼
6Q 98．5

須賀広 塑
4 99．7

野　　原 1，786 5 99．7
小江川 5，013 182 96．5
塩 979 100．0

板　　i井 2，135 45 97．9
柴 454 14 96．9
千　　代 927 16 98．3
他市町村 2，965 75

一㌧

　97．5

34，902 852 　｝97．6
止曝　　鋤蜘k7　　鱈田



り
．
、
捌

．
』
詔

～ト■ぜ　　　！■

　甲ー
シ

」

（一2）第48号

加
入
者
三
千
四
百
余
人
に

四
旦
日
よ
り
発
足
し
た
交
通
災
害

共
済
璽
桑
は
、
み
な
さ
ん
の
む
協
力
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
好
成
績
を
お
さ
め

お
お
む
ね
初
期
の
目
的
を
達
成
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
字
（
学
校
）
別
加
人
状
況

　
　
　
加
入
世
帯
数
人
数

ん　　　（
　　　　　　一　　　　　z臼

究天薙狸茜翫≡

な贈
つ

こ

望豆瘤雑矢嬉

嚢難麟薦柴鋪

　　一＝＝　五四一　　四モ九七二九
二
五
六

δ
三
三
三

二
一

一
〇
七

二
七

五
〇
七

一
毛
七

三四

六

務
課
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
加
入
す
る
月
に
よ
っ
て
会
費

は
違
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

加
入
月
　
　
一
般
会
費
中
学
生
以
下

　
合
計
九
三
〇
三
、
四
四
九
か
ら
で
す
。

交
通
共
済
の
あ
ら
ま
し

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
っ
た
か

た
を
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と
い
う
制

度
で
す
。

◎
江
南
村
に
居
住
し
住
民
登
録
を
し
て

い
る
か
た
は
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
。

◎
加
入
申
し
込
み
は
い
つ
で
も
役
場
総

　
　
功
労
者
表
彰
さ
れ
る

　
　
　
　
　
自
治
消
防
二
十
周
年
記
念

自
悟
消
防
制
度
発
足
二
十
周
年
の
埼
　
　
田
中
和
市
、
広
沢
光
一
郎
、
柴
芳
明

モ
県
記
念
武
典
が
、
＝
胃
五
日
午
前
十
　
　
杉
田
．
一
二
、
野
部
昌
訓
、
新
井
治
良

時
よ
り
埼
玉
会
館
で
行
な
わ
れ
、
県
知
　
　
反
町
敬
夫
、
松
本
昭
年
、
中
島
泰
吉

事
よ
り
消
防
功
労
者
に
感
謝
状
、
表
彰
　
　
小
久
保
秀
夫

状
な
ら
び
に
記
念
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
　
　
　
消
防
団
員
に
防
火
帽
を

本村の

授賞

者
は
つ
ぎ
の
か
た
が
た
　
　
県
で
は
、
特
に
消
火
活
動
に
あ
た
る

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
の
危
険
防
止
の
た
め
、
防
火
帽
を
・

村
長
杉
田
武
喜
　
　
　
　
　
配
付
す
る
こ
と
に
な
砂
、
第
一
興
刀
と

団
長
長
倉
敬
三
　
　
　
　
　
　
し
て
本
村
も
百
四
十
個
を
受
領
し
各
分

持
田
一
芳
、
寺
山
和
雄
、
島
田
嘉
朋
2
団
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
。
【
写
真
】

◎
見
舞
金
額
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
贈
与
税
が
高
い
（
基
礎
搾
籐
は
、
わ
ず

死亡

　
　
　
　
　
　
　
五
十
万
円
か
四
十
万
円
で
税
率
も
高
い
）
の
で
ち

六
カ
月
以
上
の
け
が
　
　
　
十
万
円
ゆ
う
ち
ょ
し
て
い
る
と
い
う
農
家
が
か

三
カ
月
～
六
カ
月
の
け
が
　
五
万
円
な
り
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
農
家

ニ
カ
月
～
三
カ
月
の
け
が
二
万
円
に
た
い
し
て
、
一
応
贈
与
税
の
扱
い
で

一
カ
月
～
ニ
カ
月
の
け
が
　
一
万
円
贈
与
さ
せ
る
が
、
実
際
は
、
贈
与
税
は

一
カ
月
末
満
の
け
が
　
　
　
五
千
円
納
め
さ
せ
な
い
で
、
贈
与
者
が
死
亡
し

◎
見
舞
金
の
手
続
き
　
　
　
　
　
　
　
て
遺
産
を
相
続
す
る
と
き
に
、
あ
ら
た

会員

証
、
警
察
の
発
行
す
る
事
故
証
め
て
V
こ
の
生
前
贈
与
し
た
分
も
相
続

購1馨縄暮饗

進’　存た括＿＝　日円円円円一

婁1麟箋ll雛lll

恢
庭
と
姶
島
で
、
親
が
子
ど
も
食
事
の
し
つ
け
を
計
圃
し
た
蜴
合
、
　
の
考
え
方
や
技
術
に
も
差
が
あ
り
ま
　
が
「
こ
の
よ
う
な
人
物
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

の
し
つ
け
を
考
え
る
と
き
、
か
な
ら
手
先
の
器
用
さ
の
成
熟
を
ま
た
な
け
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
親
は
こ
れ
ら
い
た
い
」
と
騰
え
て
い
る
も
の
を

ず
、
二
つ
の
閻
題
に
慮
面
し
ま
す
。

す
な
磐
、

　
「
な
に
を
し
つ
け
る
べ
き
か
。
」

と
い
う
こ
と
と

　
「
い
っ
し
つ
け
る
べ
き
か
。
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

か
な
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
見
通
し
と

計
圃
を
た
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

な
に
し
ろ
、
し
つ
け
の
時
期
が
わ
か

っ
て
い
て
も
、
な
に
を
し
つ
け
る
か
引
き
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

がわから

なく

て
は
、
本
賞
の
し
つ

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
に
、
な
に
を
し
つ
け
る
か
発
達
課
題
と
な
り
ま
す
。

か
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
い
つ
し
つ

け
る
か
が
不
明
で
は
手
が
く
だ
せ
ま
個
人
差
が
あ
り
、
環
境
が
ち
が
い
ま
り
早
く
か
ら
気
負
い
た
つ
の
は
感
心
　
の
知
恵
を
も
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ

せ
ん
。
た
と
え
ば
、
箸
塗
用
い
て
の
す
。
そ
の
上
、
し
つ
け
に
当
た
る
親
し
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
も
、
親
目
身
ん
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

れ
ば
し
つ
け
鑑
め
る
こ
と
は
で
き
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
に
ら
み
あ
み
ず
か
ら
実
践
し
て
、
子
ど
も
に
見

ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
器
用
さ
が
完
成
　
わ
せ
て
、
個
々
の
子
ど
も
に
あ
っ
た
　
せ
て
や
る
て
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

し
た
時
で
は
、
習
慣
形
成
と
し
て
は
も
の
を
選
ん
で
し
つ
け
る
貴
任
を
も
　
一
、
個
性
を
見
落
さ
な
い

遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
に
も
、
一
人
一
人
個
性

要
す
る
に
、
早
す
ぎ
て
は
効
果
は
　
　
こ
れ
か
ら
、
発
達
段
階
に
あ
わ
せ
　
が
あ
り
、
お
っ
ぱ
い
の
飲
み
万
に
も

期
待
で
き
ず
、
遅
す
ぎ
て
も
問
題
を
た
し
つ
け
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
赤
ち
ゃ
泣
き
方
に
も
、
ま
た
目
の
さ
め
た
時

ー
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
状
態
に
も
特
有
の
リ
ズ
ム
が
あ
リ

　
子
ど
も
の
し
つ
け
　
①
欝
劉
の
っ
焔
麓
辮
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
、
育
児
書

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
時
代
か
ら
、
幼
児
時
代
、
小
学
生
の
デ
丁
タ
ー
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て

し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
期
に
な
に
　
時
代
、
中
高
校
生
時
代
と
順
を
お
っ
　
は
、
子
ど
も
が
不
安
定
に
な
っ
た
り

を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
し
つ
け
る
て
轡
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
反
発
し
た
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
ち
や
ん
時
代
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
出
発
の
時
か
ら
、

子
ど
も
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
発
達
の
　
　
0
オ
か
ら
の
し
つ
け
を
と
、
あ
ま
公
式
だ
け
で
な
い
親
自
身
の
し
つ
け

で
き
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
昭
が
た
が
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
お
く
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
制
度
か
ら
十
七
年
目
に
な
り
ま
す
。
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
鍵
線
の
撃
事
は
、
み
な
さ
ん
の
む
協
延
長
二
、
竪
斎
犯
人
萎
浮
る
（
繰
）
の
薯
霧
毒
門
竃
、
暑
査
手
鼠
知
薯
鍾
　

女
二
・
一
元
山
ハ
人
㎜

　　　　　昭和43年（1968）4月25日発行　　』》
囎一一“一一一一罵一一一一…一一一一・一ロ彫一一一一一蘭高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養
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薬
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や
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